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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益は緩やかな回復基調が続いたものの設

備投資の動きは鈍く、個人消費は消費増税による駆け込み需要の反動減や物価上昇による実質所得低

下で盛り上がりを欠く展開となりました。 

曳船業界を取り巻く状況は、製造業の海外現地生産化の進展に加え、内需低迷の影響を受け、入出

港船舶数は低迷いたしました。 

このような状況下、当社グループの業績は、主力の曳船事業ではコンテナ船の入出港数の減少が続

いておりますが、その他部門の売上の増加もあり微増となりました。 

旅客船事業は、消費増税や夏場の天候不順などの影響が重なり減収となり、売店・食堂事業はほぼ

横ばいで、売上高はグループ全体で6,344百万円（前年同期比0.5％減）となりました。 

利益面では、人件費は減少したものの償却負担や修繕費の増加で営業利益は323百万円（前年同期

比19.3％減）、経常利益は486百万円（前年同期比20.7％減）となりました。四半期純利益は船舶売

却益などの特別利益が発生し467百万円（前年同期比7.5％増）となりました。  

 

セグメント別の業績を示すと、次のとおりです。 

 

曳船事業 

曳船事業は、横浜川崎地区では作業対象船舶は、自動車専用船が増加傾向となりましたが、コンテ

ナ船の入出港数の減少が続き減収となりました。また、東京地区でも同様にコンテナ船が減少し減収

となり、横須賀地区では進路警戒作業や湾口水先艇作業の減少に加え、警戒作業等の特別作業も減り

減収となりました。一方、千葉地区では、昨年は石油精製各社の設備定期点検によりタンカーの入港

数が減少していましたが、当期は回復し作業対象船舶の大型化と相俟って増収となりました。 

また、その他部門では福島洋上風力発電施設への交通船の売上高も寄与し、曳船事業セグメントの

売上高は4,571百万円（前年同期比0.9％増）となり、営業利益は減価償却費や燃料費が増加し293

百万円（前年同期比4.4％減）となりました。 

 

旅客船事業 

旅客船事業は、横浜港における観光船部門では、韓国のフェリー沈没事故の影響による修学旅行の

キャンセルや夏場の天候不順が響き、売上高は大きく落ち込みました。 

久里浜・金谷間を結ぶカーフェリー部門では、天候不順やガソリン価格の高騰で乗用車の利用客が

減少しましたが、団体客は回復傾向を示し前年同期に比べ微増となりました。 

この結果、旅客船事業セグメントの売上高は1,362百万円（前年同期比4.6％減）となり、営業利

益は31百万円（前年同期比67.8％減）となりました。 

 

売店・食堂事業 

売店・食堂事業は、旗艦店の金谷センターで団体客の利用に回復基調が見え始めましたが、売上高

は410百万円（前年同期比1.0％減）となり、１百万円の営業損失（前年同期は３百万円の営業損失）

となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ359百万円増加し24,164百万円

となりました。これは主に受取手形及び売掛金が85百万円減少し、現金及び預金が432百万円増加

したことによるものです。 

負債は、前連結会計年度末に比べ、58百万円増加し5,863百万円となりました。これは主に支払

手形及び買掛金が43百万円減少し、その他流動負債が136百万円増加したことによるものです。  

  純資産は、前連結会計年度末に比べ、300百万円増加し18,301百万円となりました。これは主に

退職給付会計基準の変更による退職給付債務の減少で期首利益剰余金が33百万円増加したことに加

え、四半期純利益が467百万円計上され、剰余金の配当を199百万円実施したことによるものです。 

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末より0.1ポイント増加し72.7％となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

今後の見通しにつきましては、曳船事業では第２四半期連結累計期間の業況が継続すると予想され、

コンテナ船の入出港船舶数の低迷が続くものと思われます。旅客船事業では冬場の閑散期を迎え、運

航便数を見直し経費節減に努め業績改善に取組む方針です。 

このような状況を踏まえ、通期業績予想につきましては、平成26年11月６日発表の「業績予想の

修正に関するお知らせ」にて修正しております。 
 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 
 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

(退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会

計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 

平成24年５月17日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び

退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退

職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から

給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を平均残存勤務期間に対応する単一年数の債券利回りを

基礎として決定する方法から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単

一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っ

て、当第２四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴

う影響額を利益剰余金に加減しております。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が36,937千円増加、退職給

付に係る負債が14,408千円減少し、利益剰余金が33,220千円増加しております。また、当第２四

半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であり

ます。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,754,602 8,187,157

受取手形及び売掛金 2,280,960 2,195,782

商品 22,997 21,936

貯蔵品 112,118 118,802

繰延税金資産 94,061 94,283

その他 332,478 314,818

貸倒引当金 △3,123 △3,071

流動資産合計 10,594,094 10,929,708

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 354,760 342,919

船舶（純額） 5,066,564 5,048,100

土地 1,435,628 1,435,628

その他（純額） 210,069 212,968

有形固定資産合計 7,067,023 7,039,616

無形固定資産 70,347 69,869

投資その他の資産

投資有価証券 1,711,507 1,770,776

関係会社株式 2,276,036 2,261,454

繰延税金資産 166,409 136,789

その他 1,997,114 2,033,314

貸倒引当金 △77,208 △76,967

投資その他の資産合計 6,073,860 6,125,367

固定資産合計 13,211,230 13,234,853

資産合計 23,805,325 24,164,562
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,050,995 1,007,122

短期借入金 1,541,377 1,572,625

未払法人税等 138,447 153,924

役員賞与引当金 35,000 17,500

賞与引当金 210,215 214,607

その他 181,979 318,890

流動負債合計 3,158,015 3,284,670

固定負債

長期借入金 530,823 494,407

役員退職慰労引当金 394,970 408,395

特別修繕引当金 354,537 329,788

退職給付に係る負債 1,122,480 1,087,404

繰延税金負債 158,459 183,090

資産除去債務 2,937 2,957

負ののれん 55,170 49,091

その他 27,117 23,371

固定負債合計 2,646,496 2,578,505

負債合計 5,804,512 5,863,176

純資産の部

株主資本

資本金 500,500 500,500

資本剰余金 75,357 75,357

利益剰余金 16,535,605 16,837,688

自己株式 △40,606 △41,218

株主資本合計 17,070,856 17,372,327

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 187,316 223,178

為替換算調整勘定 5,305 △38,133

退職給付に係る調整累計額 8,139 3,135

その他の包括利益累計額合計 200,760 188,179

少数株主持分 729,196 740,879

純資産合計 18,000,812 18,301,385

負債純資産合計 23,805,325 24,164,562
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 6,373,626 6,344,342

売上原価 4,943,007 4,981,148

売上総利益 1,430,618 1,363,193

販売費及び一般管理費

販売費 146,017 144,610

一般管理費 883,844 895,149

販売費及び一般管理費合計 1,029,862 1,039,760

営業利益 400,756 323,433

営業外収益

受取利息 4,103 4,440

受取配当金 31,423 16,403

負ののれん償却額 6,079 6,079

持分法による投資利益 154,894 115,671

その他 29,573 35,384

営業外収益合計 226,074 177,980

営業外費用

支払利息 13,470 14,961

その他 472 362

営業外費用合計 13,943 15,324

経常利益 612,887 486,089

特別利益

固定資産売却益 - 123,588

関係会社清算益 - 51,464

特別利益合計 - 175,052

税金等調整前四半期純利益 612,887 661,141

法人税、住民税及び事業税 151,334 167,213

法人税等調整額 6,692 16,771

法人税等合計 158,027 183,984

少数株主損益調整前四半期純利益 454,860 477,156

少数株主利益 19,761 9,215

四半期純利益 435,099 467,941
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 454,860 477,156

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 44,613 38,329

退職給付に係る調整額 - △5,003

持分法適用会社に対する持分相当額 99,030 △43,439

その他の包括利益合計 143,644 △10,113

四半期包括利益 598,504 467,042

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 578,022 455,359

少数株主に係る四半期包括利益 20,482 11,683
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　 （継続企業の前提に関する注記）

　　 　該当事項はありません。

　 （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　 　該当事項はありません。

   （セグメント情報等）

   【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日  至 平成25年９月30日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：千円）

合計

曳 船 事 業 旅客船事業 売店･食堂事業 計 （注）

  売 上 高

 　外部顧客への売上高   4,530,820  1,428,393  414,412    6,373,626  － 6,373,626  

 　セグメント間の内部売上高 2,554      34,256     2,297      39,108     △39,108 －
   又は振替高

計 4,533,375  1,462,650  416,709    6,412,734  △39,108 6,373,626  

   セグメント利益又は損失(△) 306,706    97,861     △3,811 400,756    － 400,756    

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日  至 平成26年９月30日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：千円）

合計

曳 船 事 業 旅客船事業 売店･食堂事業 計 （注）

  売 上 高

 　外部顧客への売上高   4,571,604  1,362,355  410,382    6,344,342  － 6,344,342  

 　セグメント間の内部売上高 1,731      31,227     2,240      35,199     △35,199 －
   又は振替高

計 4,573,335  1,393,583  412,623    6,379,542  △35,199 6,344,342  

   セグメント利益又は損失(△) 293,064    31,485     △1,116 323,433    － 323,433    

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

報告セグメント
調整額

報告セグメント
調整額
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